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1 はじめに

大都市部を除いた日本の各地域の人口減少が加速する流れは止まらず，小中学校の

統廃合は進み，地域に伝わる文化を伝承する担い手不足も進んでいる。東北公益文科

大学 (以下本学)は 2001年開学当時より地域を舞台とした研究を重ね，地域の資産と

の関りを深めてきた。こうした実績を基に平成 29(2017)年度に採択の文部科学省私

立大学研究ブランディング事業では，「日本遺産を誇る山形県庄内地方を基盤とした

地域文化と IT技術の融合による伝承環境研究の展開」をテーマに，以下の 4つの柱

での研究を推進した。

1. 地域資源の掘り起こしと分析・活用研究

社会学，福祉，観光など本学全コースの観点でのこれまでの地域との関りから

資源を再発見する．

2. モーションキャプチャ等 ITを活用した地域の民俗芸能のアーカイブ化

演者の協力を得た上で，地域農村部に現在まで伝わる能などの舞をモーション

キャプチャ装置を用い 3次元データに取得し，CG 再生可能な形で保存する．

3. 民俗芸能の伝承環境構築とその展開

文化の伝承に主眼を当て，伝承状況の現状を分析し，次世代に伝えるための技

法について新しい方式を開発する．

4. 地域資源を活用する人材育成に関する研究

上記等で必要とされる情報技術を持つ未来の世代に対する ICT 人材を育成

する．



この中の地域に眠る歴史的文化的資源を伝え，残すための取り組みとしてわれわれ

は，対象物に対する状況や思いを反映させて情報提供する仕組みを構築した。

2 地域文化ストーリーマップ

本研究の目的は，各地域に存在する文化的資産の魅力をWebを通じて発信するた

めのオープンプラットフォームを構築することである。発信するものはたんなる情報

提示にとどまらず，一つの事象に対する地域住民の思いを反映し，なおかつ情報受信

者の前提知識や地理的な位置などに応じて提供するものを適切に切り替える機構を備

えるものとする。

2.1 提供情報変動の必要性

Googleマップなどに代表されるWeb地図は生活に浸透し，近年では地図の上に重

ねて様々な地点情報を提供するサービスが生活を支えるようになってきた。たとえば

酒田市でも庁内システムとして導入した GISの一般公開部分に，公共施設や避難場

所など市民生活に有用な地点情報を集積し，テーマごとのレイヤに分割して表示する

サービスを「さかたまっぷ*1」として提供している。

筆者らは 2015年度に開始した委託研究事業「酒田市公開版地理情報システムの調

査研究等の委託」において，市内各所に点在する地理的な特徴物，景観，保安情報，

生活関連情報などを分類し，さかたまっぷ上に展開する活動を進めてきた。この活動

の中で，Web地図での情報提供は「1 地点=1情報」という固定的なものではなく，

情報の受け取り手の状況によって提供する情報を変えることの重要性が明らかになっ

た。大別すると以下の 2点になる。

1. あいまいさの重要性

さかたまっぷでは小中学校の通学路に潜む危険箇所情報を「通学路安全マッ

プ」として学校ごとに分類されたレイヤで提供している。危険な箇所は学区に

かかわらず危険であるため，当初危険箇所のみを集積し，のちに学区による自

動レイヤ分類を施せばよいと考えたが，居住地が複雑な事情等により左右され

*1 https://sakatamap.geocloud.jp/webgis/



ることから学区を明確に定義できないケースがあり，あいまいな境界をあいま

いなまま処理しなければならないことが明らかになった。

2. 情報受信者による切り替え

Web地図上に載せる地点情報には住所を付加することがある。しかしながら，

住所は区画整理等により変動するものであり，えてして住民に通りのよい地名

は旧称で，現行名ではかえって伝わりにくいことがある。とはいえ，地区外の

人間には正式地名でしか伝わらない。結果的に地元民には通称，その地への転

入を予定している人には正式名のほうが伝わりやすい。

このように受け手の持っている前提知識によって適切な情報を用意した方がよ

いのは言うまでもないが，そのために別のデータベースを用意するのでは構築

コストがかさむ。

2.2 情報の受け手の知識

本学佐藤らは，先述さかたまっぷの知見を応用し，除雪事故防止等を目的とした水

路マップを構築 [1]した経験から，一つの地点に対する

3. 異なる視点での情報切り替え

たとえば転落事故防止のために水路の位置を記録するWeb地図を作る場合で

も，水路の元来の目的である「農作物を育てる大切な水資源」という価値の

伝承を損なうことがないようにという情報提供者の強い思いがあることが分

かった。

このため，1つの水路に対して，複数の視点 (テーマ)での情報提示を見据えた

地点データ作成が求められた。

もう一つ，

遊佐町湧水案内マップ (図 1)を構築した [2]。



図 1 遊佐町湧水案内マップ
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図 3 「思い」を反映させるストーリーマップ
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5 思いを伝えるストーリーマップに向けて
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